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　厚生労働省の報告によると、日本では17歳以
下の子どもの貧困率は11.5％(2021年)であり、
およそ９人に１人が相対的貧困状態にあるとい
われています。
　相対的貧困とは、その国の文化水準、生活水
準と比較して、適正な水準で生活を営むことが
困難な状態のことで、具体的には全世帯の所得
の中央値の半分に満たない状態を指します。
　相対的貧困状態にある家庭の中には、おなか
いっぱいに食べることができない子どもや、お
かずがなくご飯だけを食べているという子ども
もいます。また、家族の世話や介護をしたり、
経済的な理由でクラブ活動や習い事、進学等を
諦めたりする場合もあります。こうした子ども

たちは、成長に必要なさまざまな経験や知識・
学力を得る機会などを奪われてしまい、学校や
社会で孤立してしまう傾向があるといわれてい
ます。
　また、貧困は「当事者が我慢すべきこと」
「自己責任であり恥ずべきこと」という社会的
風潮があることから、SOSを発信しにくくなっ
てしまい、より貧困が見えづらくなっているよ
うに思います。
　さらに、このような状況は貧困から抜け出す
ことを難しくさせ、貧困が世代間で連鎖するこ
とにつながる一つの要因として危惧されます。
　全ての子どもや保護者が孤立することなく、
助けを求められる社会をつくっていくために、
まずは貧困を個人の責任ではなく、社会全体の
問題として考え、一人一人がその問題に対する
見方や考え方を見直していく必要があるのでは
ないでしょうか。

声をかけ合える地域でのつながり

「僕のことを知ってくれている大人が近くにいる」
「私のことを気にかけてくれている子がいる」
　そんな風に思える関係は、「自分が暮らすこの地
域が好き」という思いにつながっていきます。
　今回のあけぼのでは、地域での具体的な取り組み
から、人と人とのつながりの大切さを実感し、「一
人ではない」と感じられる地域づくりについて、一
緒に考えたいと思います。

　市内の全ての小中学校では、子どもの生活を知るた
めのアンケートを実施しています。ある小学校で実施
したアンケートでは、「困った時に相談する人はいま
すか」「それは誰ですか」という設問に対して、「家
族」や「友だち」以外に、多くの子どもたちが「その
他」を選び、記述欄に「Ｙさん」の名前を書いていま
した。Ｙさんとは、毎朝その小学校の通学路で交通指
導をしている地域の人です。後日、Yさんから次のよ
うなお話を聞かせていただきました。

　集団登校に遅れてきたＡさんに「今日はどうし
たの？」と聞くと、「昨日、お母さんの帰りを
待っていたら寝るのが遅くなって、寝坊した」と
返ってきました。また、表情のさえない日が続く
Ｂさんに「最近元気ないなあ」と声をかけると、
「お父さんの仕事が早く見つかって、元気になっ
てほしい…」と伝えてくれました。
　子どもたち一人一人がさまざまな生活状況の中
で、いろいろな思いを持っています。私はどの子

も笑顔で学校生活を送って
ほしい。だから必ず笑顔で
「いってらっしゃい」と、
送り出しているんです。
　その一方で、私が体調不良でしばらく休んでい
て、久しぶりに交通指導に立ったら、「おばちゃ
ん、大丈夫やった？」と子どもたちから声をかけ
てくれたんです。私は温かい気持ちになりまし
た。私も子どもたちから元気をもらい、支えても
らっているんです。

21
　津市では、全ての学校で地域学校協働本部を立ち上げ、地域全体で子どもたちの学びや成長を支え
るとともに、学校を核とした地域づくりを目指して地域学校協働活動を進めています。今回の「シ
リーズ学校・園では今」では、育生小学校区の取り組みを紹介します。

　

　育生小学校区では、普段から地域を支える活動を
する人たちと学校で「地域学校協働本部(以下、本
部)」を組織しています。この本部から地域の人で構
成する「アシストチーム・育生♥」「育っ子応援隊」へ
連絡が入ると、学校へ駆けつけ、子どもたちをサ
ポートします。

　

　図工の授業で電動糸のこぎりや彫刻刀を扱うとき
や、家庭の授業で調理実習やミシン・裁縫道具等を
使った製作をするときに、アシストチームが授業の
補助に入り、道具の使い方を教えたり作業を手伝っ
たりしています。
　サポートする大人がいることで、安全を確保しなが
ら、子どもたちが体験する機会を増やすことができま
す。また、子どもたちは、大人から声をかけられ、褒
められることで意欲的に活動することができます。

　

授業以外にも地域の力を借りて子どもたちを支え
る活動があります。昨年度、育生小学校の学校運営
協議会から、学校のトイレに生理用品を置くことが
できないかと提案がありました。本部で協議し、地
区社会福祉協議会の協力を得て設置しました。
今年度11月からは、本部が運営する放課後子ども

学習教室がスタートしました。放課後、家に帰って
から一人で過ごしている子どもたちの居場所を作り
たいという思いから、週１回、学校の音楽室を使っ
て学習したり、スタッフと交流したりしています。

　

また、育生地域では、以前から地域が主体となっ
た「いくっこさろん」が開かれています。地域の人
やボランティアの中高生が力を合わせ、旬の食べ物
や、遊び、体験の準備をし、子どもを中心に地域の
つながりをつくる場になっています。

育生小学校の先生たちの声

●子どもたちからは、よく地域の人の名前や「いくっこさろん」の話題が出てきます。また、いくっこ
さろんに参加すると、学校とは違った子どもの顔を見ることができます。そして、「子どもが安心で
きる居場所を作りたい」という地域の人たちの思いを実感します。いくっこさろんは、子どもが笑顔
になれる場所です。私も子どもたちや地域の人からパワーをもらっています。(教諭 坂倉淳一さん)

●「先生の負担が減ったら、先生が子どもに関わる時間が増える。そうすれば子どもが元気になり地域
も元気になる」と話してくださる地域の人たち。本当にありがたいと思っています。また、地域の人
たちと子どもたちの「おはよう、元気にしてたか？」「おっちゃん、最近
見てなかったけど、風邪ひいてなかった？」と声をかけ合える関係がとて
もすてきだと思います。地域の人たちが、子どもと関わることを通して人
生を楽しんでいて、きらきらと豊かな生き方につながっているようにも感
じます。私もそんな人になりたい、またがんばろうという気持ちにさせて
くれます。(学校長 山口富生さん)
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地域とともにある学校へ地域が子どもたちの学びをサポート


